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「研究の歩み」と「主な研究業績」  
 

曽根晃一（農林環境科学科 森林保護学研究室）  

 

研究の歩み  

 昆虫少年だった私は，大学で昆虫の研究がしたくて，昆虫学研究室があった京都大学農学部

農林生物学科を受験したが，入試の点数が足らず，林学科へ入学することになった。なんとし

ても卒業論文は昆虫で書きたくて，奈良公園のシカの糞が糞虫によりどれだけ地中に運び込ま

れるのか 2 年間にわたり調査した。夏にシカにより排泄された糞の 90%以上が，糞虫により地

上から消失しているという調査結果は，約 20 年後に糞によるシカの個体数推定に活用された。

大学院では，マツの害虫であるマツバノタマバエの個体群動態や被害特性について研究し，図

らずも 1989 年に林学賞（現日本森林学会賞）を受賞してしまった。  

 大学院修了後職がなかったので，仕方なく国家公務員試験を受けたところなぜか合格し，林

野庁林業試験場（現森林総合研究所）保護部に配属が決まった。昆虫の研究が続けられると喜

んだのもつかの間，配属先は昆虫科ではなく鳥獣科であった。虫も動物も数を数えるのは同じ

だからまあ良いかと，最初はヘリコプターによるカモシカの個体数推定法の確立に取り組んだ。

その後，森林に生息する野ネズミの食性や貯食活動を通した樹木の分散や更新への貢献につい

ての研究を開始し，1994 年に本学に移ってからも，これらの研究は継続して行った。本学では，

農学部附属高隈演習林の常緑広葉樹林で小型発信器を装着したドングリを野ネズミに運搬させ，

ドングリの運搬経路を追跡し，生産された堅果が実生として定着するまでの死亡要因とその働

きを調査した。14 年間に生産された堅果の生命表解析により，野ネズミの捕食が実生定着の年

次変動を規定する要因であることを突き止め，彼らが種子捕食者と種子散布者として働く条件

を明らかにした。標識再捕法や小型発信器を野ネズミに装着して，野ネズミの移動や行動圏の

サイズの季節変化と空間配置の特徴を明らかにし，野ネズミが広葉樹の針葉樹人工林への侵入･

定着に重要な役割を果たしていることを証明した。  

 本学に赴任したとき，鹿児島では養菌性キクイムシのカシノナガキクイムシによるマテバシ

イの被害が激しかったので，この虫について研究を始めた。この虫は樹幹の中に坑道を掘って

そこでキノコを栽培しているので，大学病院の CT スキャンで材の中を撮影し，それをもとに

坑道を掘り出し，坑道内部を観察した。この虫は半社会性を持ち，坑道長は最大 4m にもなる

こと，鹿児島では部分 2 化であること，被害発生は長期間続かないことなどを明らかにした。  

マツ材線虫病が本学赴任当時吹上浜のクロマツ海岸林で，その後 1997 年以降は桜島で大発生

し，何らかの対策が求められた。そのため，大学院時代絶対にやるまいと決めていたこのテー

マに取り組む羽目になった。桜島の様々なマツ林で，マツノマダラカミキリ（以下，カミキリ）

の個体数と本病の病原体であるマツノザイセンチュウ（以下センチュウ）の保有状況，クロマ

ツの枯損状況を，被害が終息するまでの 17 年間調査した。さらに，桜島に生育するクロマツの
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本病に対する抵抗性，センチュウの病原力の変化，薬剤の空中散布の効果などについても調査

した。その結果，センチュウを保有したカミキリの個体数が被害の発生消長の最も重要な決定

要因であったこと，薬剤の空中散布は一定の予防効果はあるが，それだけでは被害は終息しな

いこと，火山活動は被害消長とは無関係であったことなどを明らかにした。また，昆虫病原性

糸状菌を用いたカミキリ成虫の防除法の開発に取り組み，農薬登録にこぎつけた。さらに，粘

着ネットによるカミキリやカシノナガキクイムシなどの穿孔性昆虫の防除法で特許を取得した。 

これ以外に，大学構内のフェニックスをほぼ全滅させた移住昆虫のヤシオオオサゾウムシの

生活史や生態を調査し，この虫によりヤシの体内に持ちこまれた酵母の発酵熱のおかげで，熱

帯産のこの虫が寒い地域でも越冬・定着できることを突き止めた。菌の発酵熱を介した昆虫と

菌の相利的関係は，世界で初めての報告であった。また，果実性鳥類による種子散布，シカの

食性と造林木への被害，イノシシ，タヌキ，コウモリ，ネコなどの哺乳類の生態や里山の森林

利用などについても研究を行った。こうして振り返ってみると，よくもまあ色々なテーマで研

究してきたと思う反面，その時々で次々と研究テーマに出会うことができて，誠に幸運であっ

たと思う。  
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